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総務省: 規格解説: 国内に於ける電波防護指針、関係報道発表、及び指針基準

の制度化を理解する(1/2) 
• 総務省の電波利用ホームページ中の「電波の安全性に関する調査及び評価技術」には、総務省

による安全で安心できる電波利用環境を整備するための様々な施策が、掲載されている。 

• これによると、電波が人体に与える影響については、これまで 50 年以上の研究の蓄積があり、

わが国では、これらの科学的知見を基に、十分に大きな安全率を考慮した基準である「電波防

護指針」が策定されている。ここで定められている基準値は、国際非電離放射線防護委員会

（ICNIRP）等が策定している基準値と同等のものであり、我が国のみならず世界各国で活用さ

れている。この基準値を満たしていれば、人間の健康への安全性が確保されるというのが、世

界保健機関（WHO）や ICNIRP 等の国際機関をはじめ国際的な考えとなっている。 

• 本稿は、我が国の「電波防護指針」の歴代の発行を中心に、その基準値を具体的に実施するた

めの測定方法・算出方法の決定の推移を追い、そして、その基準値を法令に反映させ一施策を

完結させるというサイクルの繰り返しを時系列的に理解しようとするものである。 

 

USA: FCC無線規制の最新情報: 総務省によるMRA国際ワークショップ 2022 
• 総務省による MRA 国際ワークショップ 2022 が開催された（令和 4 年 3 月 10 日（木）、3 月 11

日（金））。日本、米国、欧州等における基準認証制度の紹介があり、ここでは、「FCC 無線規

制の最新情報」から、機器の認可などいくつかを紹介する。 

 

USA: FCC: KDB: Part 15: 5.925~7.125 GHz 帯 U-NII 6GHz デバイスの証明

取得は? 
• パート 15、サブパート E に従って 5.925~7.125 GHz 帯で運用される U-NII（免許不要全米情報基

盤）6 GHz デバイスの証明取得の要求事項とは？ 

• ここに記載の別紙資料がパート 15、サブパート E に従って 5.925~7.125 GHz 帯で運用されるデ

バイスの証明取得の手引きである。 

 

EU: グリーンディール: 持続可能な製品を規範 norm にし、ヨーロッパの資源

の独立性を高める 
• 欧州委員会は、「EU 市場のほぼすべての物理的商品を、設計段階から日常の使用、転用、およ

び耐用年数の終了までのライフサイクル全体を通じて、環境に優しく、循環的で、エネルギー

効率の良いものにする」ための新しい規則を、提案している。 

• さらに、製品固有の提供すべき情報の要件により、消費者は購入による環境への影響を確実に

知ることができる。規制対象のすべての製品には、デジタル製品パスポートが付属している。 

 

EU: 低電圧指令整合規格: 温水器、バッテリーチャージャー、瞬間湯沸かし

器等 規格 
• 2022 年 5 月 10 日付けの欧州官報にて、低電圧指令の整合規格に関する実施決定を修正する委員

会実施決定(EU) 2022/713 が公示された。バッテリーチャージャーや瞬間湯沸かし器などに関連

して、委員会実施決定(EU) 2019/1956 を修正するもの。 

 

経済産業省: 電気用品の技術上の基準を定める省令の解釈（整合規格の採用等）

を改正 
電気用品の技術上の基準を定める省令の解釈の一部（整合規格の採用等）を改正 

• 国際規格（IEC 規格）に準拠した JIS 等の規格・基準を取り入れることで、より一層の国際整合

化を図るよう現行規格を改正するため、今回 4 規格 J60335-2- 5(2022)、J60335-2-10(2022)、

J60947-2-1(2022)、J60947-2-2(2022)に、変更があった。 
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社長の独り言 
 
 
 
 
 
 

2022 年 5 月 21 日 
濱口 慶一 

 
皆様いかがお過ごしでしょうか。政府からマスクの常時使用の解除方針が出ましたが、このままイ

ンフルエンザレベルに収まって呉れることを強く願う最近です。 
 

今月は、北海道での遊覧船事故で、26 名の方の生命が失われてしまいました。亡くなられた方々

のご冥福をお祈りしたいと思うのと、二度と同じような事故が生じないように、また安全に関わる自

分の哲学をさらに深めるためにも、私が推定する事故の原因とその対策案を述べさせていただきます。 
私も利用していただろう遊覧船事業の許認可とその運営などの面からリスクを分析し、どのようにし

ていけば今回のような大事故が生じないかを考察し、遊覧船事業を許可したシステム上の許認可基準、

認可後のシステムの維持管理、事業を運営する経営責任者の取るべき行動とその行動の妥当性の証明

などに目を向けたいと思います。 
 

第一に、自由主義社会の中で、他人の生命や財産に危害を及ぼすリスクのある事業には、現行の事

業運営条件では事故の可能性の低減に限界があるのではないでしょうか？顧客として多くの方々の生

命を預かる業務では、船、飛行機などの乗り物の操作者に対する免許を業務用免許制度にして、個人

責任での操船行為と明確に分ける必要があります。また、その業務用免許証に対して、定期的に力量

を再確認できる免許更新制度を明確に導入すべきと考えます。 
 
第二に、国家の許認可制度下での認可はすべて、定期的に監査を実施し、事業許可時の種々の条件

が適切に管理運営されていることを監査する必要があります。特になれ合いや忖度が生じないように、

監査チームは別の管理監督地域からのメンバーで構成する仕組みが必要と考えます。また、事業認可

時の必要設備について設置の確認、動作確認、校正などの必要な活動の記録の定期的確認、特に無線

などの設備に関しては、事業主の口頭報告だけでなく、監督者の現地訪問、現物、状況確認を記録と

して残さなければならないと思います。 
 
第三に、事業認証制度の規定や運営に大きな見落としがなかったでしょうか？遊覧船に限っていう

なら、使用される環境下で耐えうる船舶構造だったか？と事故から見るのではなく、経験豊富な船乗

りなどが参加して風や波の高さを決め、地域毎に船舶の強度を規定し、その強度以上の船舶しか使用

できないような制度にすべきと考えます。また、定期検査は、原則抜き打ちで実施すべきです。許認

可システムに、ISO 31000:2018 での組織のリスクマネジメントを組み込む必要があると感じます。 
 

今回の犠牲を無駄にしないように、認可企業の取り消しだけではなく、許認可制度自体の見直しを

行い、二度と同じ事故が生じないようシステムの改良を国にお願いしたいと思います。 
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本誌の記事が正確であるよう最大の努力を払っておりますが、間違いが含まれていることがあるかもし
れません。本情報をご使用になられる場合はご自身でもう一度ご確認ください。 

 

株式会社コスモス・コーポレイションは、下記 Web site の運営体からそれぞれ個別の条件の下、Web 情
報の引用、転載につき許可を頂いております。翻訳転載された記事の著作権は原著作権者に属します。 

本誌掲載記事の無断転載を禁じます。本誌の複製、再配布は電子的なものを含み禁じます。 

 

国際機関 IEC: International Electro technical Commission  国際電気標準会議 

米州 A2LA: American Association for Laboratory Accreditation 米国試験所認定協会 

 ANSI: American National Standards Institute  米国規格協会 
 FCC: Federal Communications Commission  連邦通信委員会 

 IEEE: Institute of Electric and Electronics Engineers 米国電気電子学会 

 CSA: Canadian Standards Association カナダ規格協会 

欧州 CENELEC: European Committee for Electro technical Standardization 欧州電気技術標準化委員会 

 ECO: European Communications Office  欧州通信オフィス 

 ETSI: European Telecommunications Standards Institute 欧州電気通信標準協会 

 EU/EC: European Union/European Commission 欧州連合/欧州委員会 

オセアニア ACMA: Australian Communications and Media Authority オーストラリア通信/メディア局 

 NZ: New Zealand Government Radio Spectrum Management ニュージーランド政府 RSM  
アジア BSMI: Bureau of Standards, Metrology & Inspection 台湾経済部標準検験局 
 CNS:Chinese National Standards Online Service 台湾中国国家規格検索システム 

日本 METI: Ministry of Economy, Trade and Industry 経済産業省 

 MIC: Ministry of Internal Affairs and Communications 総務省 

 NPB: National Printing Bureau 独立行政法人国立印刷局 

 VCCI: Voluntary Control Council for Interference 一般財団法人 VCCI 協会 

Cosmos Corporation is granted the copyright authorization for the reproduction of the Web site information from the 

above listed organizations with the individual condition. Further use, modification, redistribution of the information on 

the Cosmos Newsletter on EMC & Safety is strictly prohibited. 
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